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＜奨励論文＞
「感」の形式的特徴と意味・用法に関する包括的考察
泉大輔（東京外国語大学大学院博士後期課程）
【キーワード】臨時一語、“名付け”、文の包摂、心内発話、想定引用
1. 研究の目的および研究の対象
本稿の目的は、現代日本語において、その用法に広がりを見せる「感」という形式を取
り上げ、種々の用法における実例に基づき、その形式的な特徴および意味的な特徴を明らか
にすることである。旧来的な用法としては、自立語としての用法（「隔世の感」「意外な感」
など）や、辞書に立項されている複合語としての用法（「違和感」「正義感」など）がある。
比較的新しい用法としては、接尾辞的にふるまい、種々の臨時一語 1 を形成する用法（「しっ
とり感」「チョコレート感」など）がある。さらに、従来の文法規則を逸脱する新奇な用法
として、引用形式 2 を介さずに文が「感」に直接接続する用法（「一緒に頑張ろう感」「やっ
ちまったな感」など）がある（以下、「文を包摂する用法」3 とする）。臨時一語的な用法およ
び文を包摂する用法については、特にウェブ上の種々のテキストを中心に実例が多数見られ
る。本稿では、このような「感」の新しい用法が多用されている言語事実について、話者が
表現したい対象をどのようにとらえているのか、「感」を用いることによってどのような表
現効果があるのかということに着目しながら記述する。
文を包摂する用法に関しては、「感」だけではなく、同様の用法を持つ名詞 4 が数多く観察
される。この用法は従来の文法規則を逸脱しているため、旧来の語形成論および文法論の枠
組みではとらえきれない言語現象の 1 つである。したがって、本稿で行う「感」の形式的・
意味的な特徴に関する考察は、当該の新奇な用法を一般的に説明するための 1 つの切り口と
して位置づけることができる。
本稿では現代日本語において種々の用法を持つ「感」という形式を研究の対象とするが、
「感動」「感激」「実感」「所感」のように、二字漢語のうち、それが複合語であると扱うのが
適当ではないと考えられるものは考察の対象外とする。なお、以下では「感」の前に種々の
要素が接続した形式を「～感」と記すこととし、「感」に先行する要素を「前部要素」と呼ぶ。
2. 先行研究の検討
「感」を扱う先行研究は、①「感」の旧来的な用法について記述されたもの（2.1 節）、②
1　 臨時一語とは、林（1982）および石井（2007）に基づけば、その場限りの必要性によって作られ、複数の単語が臨時的に結びつ
いて一語化した複合語のことである。通常、臨時一語の前項は語であるが（「「マイタウン東京」構想」（林1982：18）など）、
前項が句である場合（「ちょっといい雰囲気作り」（林1982：20）など）もある（下線は引用者）。
2　 「という」「っていう」「って」「との」などがある。
3　 影山（1993：326）は語の内部に句が包み込まれる現象（「［夏目漱石と正岡子規］展」など）を「句の包摂」と呼んでいる。
「感」については、句を包摂する場合のほかに、文が「感」に直接接続する「文の包摂」と言うべき現象が見られる。
4　 「母さん助けて詐欺」「早く帰れオ ラー」「聞いたことあるかな程度」などが挙げられる。それぞれ下線を付した名詞に文が直
接接続している。
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臨時一語的な複合語「～感」について記述されたもの（2.2 節）、③文を包摂する「～感」に
ついて記述されたもの（2.3 節）の大きく 3 つに分類することができる。
2.1. 「感」の旧来的な用法に関する記述
2.1.1. 旧来的な用法における形式的な特徴
旧来的な用法における形式的な特徴の記述について、先行研究では主に「感」の前部要
素の特徴に焦点を当てている。したがって、どのような述語形式が後続するのかという観点
からは十分な分析がなされていない。また、実例を観察すると、先行研究では取り上げられ
ていないような前部要素が数多く見られる。以下、（a）自立語としての「感」と、（b）複
合語の後部要素となる「感」に分けて、先行研究の記述を検討する。
（a）自立語としての「感」
先行研究（中平 2012、金田 2015、曽 2017）で挙げられている前部要素には次の 4 つのタ
イプがある。①形容動詞の連体形（「意外な感」など）、②連体詞（「その感」「そういう感」
のみ 5）、③連体修飾節 6（「年々磨きがかかっている感」など）、④語句や節が統語的な形式を
伴うもの（「今昔の感」「焼け石に水の感」「少々退屈だという感」「二つの町に分かれたよう
な感」）である（下線は引用者）。しかし、実例を観察すると、このほかにも形容詞の連体形
が「感」に接続するもの（例（1））、「その」「そういう」以外の連体詞が「感」に接続する
もの（例（2））が見られる 7。
（1）［……］8 裕々として世界を股に音楽行脚をやっているのは奥ゆかしい感がした。
 （LBf2_00035『近きより』）
（2）［……］知立市が高齢者、女性の社会教育活動を支援するという姿が消えてしまう、こ
　　ういう感が強いわけであります。    （知立市『議案』第 66 号 9）
例（1）では形容詞「奥ゆかしい」の連体形が、例（2）では「こういう」という連体詞
がそれぞれ「感」に接続しているが、このような用例は先行研究では記述されていない。同
様に、以下の例（3）のような何の前部要素も伴わない自立語としての「感」の用例も先行
研究では取り上げられていない。
5　 曽（2017：154）では、「感」に接続する連体詞には「その」および「そういう」の2つしかないと述べられている。
6　 中平（2012）は自立語としての「感」に連体修飾節が接続する場合は「通常の句」の音調で発話されると述べている。「通常の
句」の音調とは、「ヤリ
・ ・
スギタカ
・
ン（やりすぎた感）」のように読まれる音調のことで、「ヤリ
・ ・
スギ
・ ・
タカン」のようなひとまとまりの複合語
のように読まれる音調ではない（傍点は高く読まれる箇所である）。青木（2016：416）では、「自民党は腰砕けになった感があ
るが」のような比較的硬い文では、「通常の句」の音調で読まれると述べられている。
7　 本稿における例文のうち、『現代日本語書き言葉均衡コーパス』から用例を採取したものにはサンプルIDを、『日本語日常会
話コーパス モニター 公開版』から用例を採取したものには会話IDを付す。ウェブサイト検索エンジンGoogle（https://www.
google.co.jp）および『国語研日本語ウェブコーパス』を使用して検索した用例にはURLと閲覧日を記載する。特に引用元を明
記していない用例はすべて作例である。また、用例中の下線はすべて執筆者によるものである。
8　 以下、［……］という記号は引用者が省略したことを表す。
9　 http://www.city.chiryu.aichi.jp/chiryu_gikai/kaigiroku/2009/2009-608.htm（2017年12月2日閲覧）
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（3）ゲルハルトとフォーレはわれを忘れたように、海面のように波打つ地形のそこここに穿
　　たれた、大小の穴一つ一つに、感に堪えぬような視線を送っている。
（LBg9_00229『アリスの消えた日』）
（b）複合語の後部要素としての「感」
中平（2012）および金田（2014）によると、「感」が複合語の後部要素となる用法では漢
語語基がその前部要素になると述べられている。確かに、種々の辞書 10 に立項されている複
合語「～感」を見ると、「スピード感」を除き、漢語の普通名詞 11 がその前部要素となってい
る（「違和感」「責任感」「正義感」など）。したがって、中平（2012）および金田（2014）の
記述は概ね妥当であり、旧来的に用いられる複合語「～感」については、基本的には漢語の
普通名詞がその前部要素となると言える。
2.1.2. 旧来的な用法における意味的な特徴
「感」の形式的な記述に関する先行研究の蓄積が一定程度あるのに対して、「感」の意味
的な側面を詳細に論じた先行研究は多くない。種々の辞書では「感」の意味を基本的に 2 つ
に分類している 12。一方は「強く深い心の動き」（類義語 :「感動」「感激」）を表し、もう一方
はその強さや深さにかかわらず「物事に接したときに生じる心の動き」（類義語 :「思い」「気
持ち」「感じ」）を表しているというのがいずれの辞書にも共通した意味記述である 13。以下、
心の動きが強く深いことを表す前者の意味を意味①「強く深い心の動き」、心の動きの大き
さと関係なく、何らかの心の動きが生じることを表す後者の意味を意味②「物事に接したと
きに生じる心の動き」とする。
2.1.3. 旧来的な用法における形式と意味の対応関係
旧来的な用法における形式と意味の対応関係について記述した先行研究には曽（2017）
がある。しかしながら、当該の記述だけではその対応関係が十分に明らかにされたとは言い
難い。曽（2017）では、前部要素を伴う自立語としての「感」および複合語の後部要素とし
ての「感」について、「～感」全体が「印象」「心理感情」「身体感覚」のいずれかの意味を
表すと述べられている。「印象」および「心理感情」というのは、何らかの対象となるもの
10　『大辞泉』（増補・新装版）、『大辞林』（第三版）、『広辞苑』（第六版）、『日本国語大辞典』（第二版）、『例解新国語辞典』（第
七版）、『明鏡国語辞典』（第二版）、『新明解国語辞典』（第七版）など
11　サ変動詞としても用いられるもの（「緊張」「信頼」など）や、形容動詞としても用いられるもの（「不安」「透明」など）を含む。
12　例えば、『大辞泉』（増補・新装版）では「深く心が動くこと。感動。」および「物事に接して生ずる心の動き。感じ。」（p.584）、『日
本国語大辞典』（第二版）では「深く心に感じること。感動。感慨。感心。」および「物事にふれて起こる心の動き。感じ。きもち。」
（p.1210）、『例解新国語辞典』（第七版）では「つよく心をうごかされること。」および「ものごとに接したとき、自然に生じる、思い
や気持ち。」（p.238）の2つの意味分類がなされている。
13　『広辞苑』（第六版）においては、ほかの辞書が少なくとも2つの意味を記述しているのに対して、意味を1つしか記述していな
い。同辞書の「感」の意味は、「物事にふれて心を動かすこと。思い起こること。きもち。」（p.619）と記述され、2つの意味（「強く
深い心の動き」と「物事に接したときに生じる心の動き」）は明確に区別されていない。このように、2つの意味は連続的な面が
あることは否定できない。
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に接することによって生じる心の動きであり、上記の辞書の 2 つの意味分類のうちの意味②
「物事に接したときに生じる心の動き」に含まれる。「身体感覚」というのは脳が知覚するも
のであり、このような脳の反応を「心の動き」として広くとらえるならば、「身体感覚」も
同様に意味②「物事に接したときに生じる心の動き」に含まれる。このことから、意味②に
対応する形式は、前部要素を伴う自立語としての「感」および複合語の後部要素であると言
える。しかしながら、意味①「強く深い心の動き」に対応する形式については、先行研究の
記述では明らかになっていない。
2.2. 臨時一語的な複合語「～感」に関する記述
臨時一語的な複合語「～感」に関する記述の問題点としては、①実例を観察すると、先
行研究で記述されている前部要素以外の種々の形式が見られること、②話者が対象をどのよ
うに捉え、どのように表現しているのか、その表現効果について明らかになっていないこと
が挙げられる。
形式的な特徴に関する先行研究の記述（中平 2012、金田 2014、曽 2017、『明鏡国語辞典』
（第二版））で取り上げられている前部要素には大きく 3 つのタイプがある。つまり、①名詞
的な要素 14（「毛束感」「手作り感」「知的な女性感」など）、②形容動詞語幹（「爽やか感」など）、
③様態を表す副詞（「プルプル感」など）である。しかしながら、実例を観察すると、その
ほかにも種々の前部要素が見られる（例（4）～（6））。
（4）ギュッとウエストで布地を寄せて作ったギャザースカート。ふんわりとしたゆる感が、
　　今風のリラックスコーデを叶えてくれます。
（ファッション動画マガジン『MINE BY 3M』15）
（5）見捨てられ感を回避しようとして出てくる子どもの行動の代表的なものは、家庭内暴力
　　と幼児化である。  　　（PB23_00561『引きこもりから旅立つ 10 のステップ』）
（6）＜東五反田にある刀削麺の店の口コミ＞五反田って怪しいイメージのあるエリアですが、
　　東五反田はとりわけ感がありますね。そんなわけで飲食店も駅前に並ぶチェーン店を除
　　けば非常に怪しいお店が多い（苦笑）。
（旅行のクチコミと比較サイト『フォートラベル』16）
例（4）では形容詞「ゆるい」の語幹が、例（5）では動詞「見捨てる」の受身形「見捨
てられる」の連用形が、例（6）では「とりわけ」という「とりたての副詞」17 がそれぞれ「感」
に接続している。このように、先行研究で記述されている形式以外にも、形容詞語幹（「ほ
ろ苦感」「肌寒感」など）、動詞の連用形（「やらされ感」「終わらせ感」など）、様態の副詞
14　動詞からの転成名詞や名詞句などを含む。
15　https://mine-3m.com/mine/news/image?news_id=9805（2017年12月1日閲覧）
16　http://4travel.jp/domestic/area/kanto/tokyo/shinagawa/oosaki/tips/11001810/#contents_inner（2017年9月1日
閲覧）
17　日本語記述文法研究会編（2010）では、副詞を「あり方の副詞」と「文法カテゴリー に関する副詞」に分類している。「しっとり」
「もちもち」などの「様態の副詞」は前者に、「とりわけ」のような「とりたての副詞」は後者に含まれる。
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以外の副詞（「もうすぐ感」「あいにく感」など）といった要素が前部要素となり、臨時一語
的な「～感」を形成している用例は数多く見られる。
臨時一語的な複合語「～感」の意味的な特徴について、曽（2017）では「～感」全体が「印象」
「心理感情」「身体感覚」のいずれかの意味を表すと述べられている。これらはいずれも、2.1.2
節で述べた辞書の意味分類のうちの意味②「物事に接したときに生じる心の動き」に含まれ
る。このような臨時一語的な用法の「～感」自体が表す意味については記述されているが、
話者がどのように対象をとらえ、それを表現しようとしたのかについては明らかになってい
ない。
2.3. 文を包摂する「～感」に関する記述
文を包摂する「～感」に関する記述については次の 3 つの問題点が挙げられる。①前部
要素の形式的な特徴が部分的にしか明らかになっていないこと、②自然発話においてはどの
ような音調で発話されるのか検討の余地があること、③話者が何を表現しようとして当該の
新奇な用法を用いるのかという観点からの分析がなされていないことである。この 3 点につ
いて、以下では順に検討を行う。
文を包摂する「～感」の前部要素について、先行研究（中平 2012、金田 2014、曽 2017）
では終助詞（「ぞ」「なあ」）や丁寧形（「ました」）といった文末形式をとる動詞述語文が見
られると述べられている（「行くぞ感」「やっちまったなあ感」「バブル後にすべていなくな
りました感」など）。しかし、実例を観察すると、先行研究で挙げられているもののほかにも、
種々の形式の文を前部要素とする「～感」の用例が見られる。具体的には、名詞述語文や形
容詞述語文に「感」が接続するもの（例（7）（8））や、命令形や意志形などの文末形式をと
る動詞述語文が「感」に接続するもの（例（9）（10））などがある。
（7）＜スペシャルドラマ『金田一少年の事件簿』の感想について＞金田一少年特有の「そう
　　よ。私がやったのよ」以降は見る気が失せる。これが日本の 2 時間ドラマだ！感がする。
（ブログ『ブログ野郎・赤羽八王子（仮）』18）
（8）怖い夢を見たいんですが、どうすればいいですか？夢から覚めた時の「あー、夢でよかっ
　　た」感が好きなもんで・・・   　　  （OC14_03909 Yahoo!知恵袋）
（9）＜映画の完成披露上映会に関する感想＞声的には、春馬くん声優初挑戦と言うことでも
　　うちょい頑張れ感はありました…     （ブログ『ゆき姐のひとりごと』19）
（10）＜湯治で訪れた温泉について＞医者にサジを投げられた人も沢山来ているので、一緒
　　に頑張ろう感が出るのもありがたいと思います。 
（ブログ『ステージ 4B_ すい臓がんでも負けない！』20）
例（7）（8）では名詞述語文「これが日本の 2 時間ドラマだ！」、形容詞述語文「あー、
夢でよかった」という前部要素が「感」に直接接続し、例（9）（10）では命令形（「もうちょ
18　http://akabaneouji.blogspot.jp/2017/09/2013.html（2017年12月2日閲覧）
19　http://blog.livedoor.jp/mirage2004/archives/50388568.html（2017年2月5日閲覧）
20　https://ameblo.jp/karumia-111/entry-12240518462.html（2017年7月1日閲覧）
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い頑張れ」）や意志形（「一緒に頑張ろう」）で終了する動詞述語文が「感」に直接接続している。
先行研究で記述されている形式以外にも種々の形式をとる文が「感」に直接接続する実例が
見られることから、先行研究では文を包摂する「～感」の前部要素の形式的な特徴が部分的
にしか明らかにされていないと言える。
文を包摂する「～感」の音調的な特徴について記述した先行研究には金田（2016）がある。
その調査によると、20 ～ 30 代の調査協力者が文を包摂する「感」の用例を読み上げた場合、
「通常の句」の音調よりもひとまとまりの音調で読まれる方が多いと述べられている。しかし、
この調査で協力者が読み上げているのは調査者の作例であり、協力者の自然発話においても
同様の音調で発話されるのか、そもそも協力者がこのような新奇な用法を使用するのかどう
かまでは確認されていない。自然発話においても文を包摂する「～感」がひとまとまりの音
調で発話されるのかということについては、実例をもとに検討する必要がある。
文を包摂する「～感」の意味的な特徴について、曽（2017）では前部要素となる文が表
す意味によって、「～感」全体が「印象」または「心理感情」のいずれかを表すと述べられ
ている。文を包摂する「～感」自体が表す意味については先行研究で記述されているが、こ
のような新奇な用法はどのような文脈において用いられるのか、話者は文を包摂する「～
感」を使用することで何を表現しようとしているのかということに着目した分析はされてい
ない。
3. 研究課題および研究方法
本稿では、現代日本語において多岐にわたる用法を持つ「感」という形式を取り上げ、
以下の①～③のそれぞれの用法について、その形式的な特徴および意味的な特徴を明らかに
する。
①旧来的な用法について
自立語としての「感」および複合語の後部要素としての「感」について、その前部要素
および後続する要素の形式的な特徴を明らかにしたうえで、辞書に記述されている 2 つの意
味との対応関係を明らかにする。
②臨時一語的な用法について
臨時一語的な複合語「～感」の前部要素となる形式について明らかにする。そのうえで、
話者が表現したい対象をどのようにとらえ、何を述べようとしているのか、「～感」を用い
ることでどのような表現効果があるのかということに着目しながら、その意味的な特徴につ
いて明らかにする。
③文を包摂する用法について
文を包摂する「～感」について、その前部要素となる文の形式的な特徴および「～感」
の音調的な特徴について明らかにする。そのうえで、当該の新奇な用法はどのような文脈で
用いられ、それを用いることで話者が何を表現しようとしているのかということに着目しな
がら、その意味的な特徴について明らかにする。
先行研究では実例の収集に主に『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（以下「BCCWJ」
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とする）が用いられているが、BCCWJ では文を包摂する「～感」の用例は数件しか見られ
ない。さらに、BCCWJ は最新の用例でも 2008 年当時のものであり、「感」の新奇な用法は
2018 年現在でさらに拡大していると予想される。「感」のより新しい実例をデータとして分
析するために、本稿では BCCWJ のほかに、『国語研日本語ウェブコーパス』21（以下、NWJC
とする）、『日本語日常会話コーパス モニター公開版』（以下、CEJC とする）、ウェブサイト
検索エンジン Google、テレビ番組内の発話を中心に利用する。なお、BCCWJ では約 18,000
件 22、NWJCでは約577万件 23、CEJCでは 54件、Googleでは約19億 5000万件 24 のデータが得
られた。
4. 「感」の旧来的な用法
4.1. 「感」の旧来的な用法における形式的な特徴
4.1.1. 前部要素を伴わない「感」の形式的な特徴
自立語としての「感」のうち何の前部要素も伴わない「感」について、BCCWJ で採取さ
れた用例（121 件）には特定の要素だけが後続するという特徴が見られた。後続する形式に
は「極まる」（62 件）、「無量」（41 件）、「に堪えない」25（16 件）、「に入る」（1 件）、「に打た
れる」（1 件）といった 5 種類の形式 26 のみが見られ、これ以外の要素とは共起しないようで
ある。前部要素を伴わない「感」には、種々の要素が自由に後続できるわけではなく、後続
できるのは特定の形式に限定されるという形式的な特徴があると言える。
4.1.2. 前部要素を伴う「感」の形式的な特徴
4.1.2.1. 形式的な特徴①：前部要素について
前部要素を伴う「感」には、自立語としての「感」と複合語の後部要素としての「感」
の 2 つがあり、本節ではその用例を示す。まずは自立語としての「感」の用例を以下の表 1
に示す。
表1 自立語としての「感」の用例（用例中に付した下線は筆者による）
前部要素の形式的な特徴 用例
①形容詞・形容動詞の連体形 奥ゆかしい感、いじらしい感／意外な感、無理な感、異様な感
②連体詞
指示詞・疑問詞 その感、そうした感、こんな感、こういう感、あの感、どんな感
その他 大それた感、おかしな感
21　国立国語研究所がウェブ上の日本語テキストから収集したデ ターをもとに開発した日本語コーパスである。ウェブ上のデ ターの
収集期間は2014年10～12月とされており、約100 億語が収録されている。 
22　検索画面において、「語彙素」を「感」に設定し、検索を行う。CEJCも同様の手順である。
23　NWJCの「品詞列検索」において、「語彙素」を「感」に設定して検索を行う。
24　Google上で「“感”」と入力することで用例の検索を行う。ただし、Googleでの検索によって採取される用例には重複するもの
が多く含まれている。なお、抽出されたデ ターの数は2018年9月4日検索時点のものである。
25　BCCWJでは「感に堪えない」のほかに、「感に堪えて」「感に堪えた」という肯定形の実例も数例見られた。一般的には「感に
堪えない」という否定形で用いられるが、このような肯定形の例もここでは「感に堪えない」に含めることにする。なお、「感に堪
える」が表す意味については、「「感に堪えない」に同じ。」である（『広辞苑』（第六版）p.619）。
26　このほかに、「感がある」と記すことで、無線機器や音響機材が正しく動作しており、電波の受信ができている状態を言う場合
がある。しかし、これは「入感がある」を省略した形であるため、このような実例は対象から除外している。
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③連体修飾節 遅きに失した感、頂点に達する感、粗暴な男の世界が忽然と現れた感
④語句・節＋統
語的な形式
助詞「の」 今昔の感、隔世の感、奇異の感、不況の感、模索しながらの毎日の感、東京のベッドタウンの感、全部揃っているの感、その溝を深くしたかの感
引用形式 暗い小説という感、工事を終了したという感、精根尽きたといった感、無理矢理詰め込んだっていう感、言い得て妙だとの感
その他 日本化したような感、作り物みたいな感
形容詞・形容動詞が前部要素となる場合、いずれも連体形で「感」に接続する。音調的
な特徴に関しては、「奥ゆかしい感（オク
・
ユ
・ ・ ・
カシイカ
・
ン）」「いじらしい感（イジ
・ ・ ・
ラシイカ
・
ン）」
のように「通常の句」の音調で読まれると考えられる。連体詞に関しては、ソ系 27、コ系、ア
系の指示詞および疑問詞の用例は見られるが、それ以外の連体詞では「大それた」「おかしな」
しか見られなかった。連体修飾節が「感」に接続する場合は中平（2012）や青木（2016）が
指摘するように「通常の句」の音調で読まれると考えられる（「遅きに失した感（オソ
・
キニ
シッ
・
シタカ
・
ン）」）。
語句や節が統語的な形式を介して「感」に接続するもののうち、語が助詞「の」を介す
る形式では、「隔世の感」「今昔の感」のような辞書に立項されている慣用的な表現がほとん
どである。辞書に立項されていないものでも、助詞「の」を介して名詞が接続できるものは、
「奇異の感」「不況の感」のように比較的言い回しが決まっているものである。「模索しなが
らの毎日」「東京のベッドタウン」のような名詞句や「全部揃っている」「その溝を深くしたか」
といった節が「の」を介して「感」に接続する場合もあるが、この場合は、種々の名詞句や
節が比較的自由に助詞「の」を介して「感」に接続できる。このほか、引用形式（「という」「と
いった」「っていう」「との」）や「ような」「みたいな」などの統語的な形式を介する場合も、
種々の語句や節が比較的自由に「感」に接続できる。前部要素を意味的な観点から分類すると、
身体感覚・心理感情（「意外な」「おかしな」など）、状態・様相（「異様な」「大それた」など）、
抽象的な概念（「不況」「模索しながらの毎日」など）、具体的な事物（「東京のベッドタウン」
など）、動作（「工事を終了した」など）を表すものがある 28。
続いて、旧来的な用法の「感」のうち複合語の後部要素としての「感」の用例として、『広
辞苑』（第六版）に立項されている複合語「～感」を以下の表 2 に示す。
表2 複合語の後部要素としての「感」の用例
前部要素の形式的な特徴 用例
漢語名詞
安心感、安定感、違和感、温冷感、快適感、開放感、危機感、既視感、季節感、
蟻走感、距離感、緊張感、景況感、罪悪感、挫折感、使命感、親近感、正義感、
責任感、存在感、第六感、達成感、脱力感、透明感、不快感、満足感、無力感、
優越感、立体感、臨場感、劣等感
外来語名詞 スピード感
このほか、『広辞苑』（第六版）には含まれていないが、『大辞泉』（増補・新装版）や『大
辞林』（第三版）などに立項されているものには、信頼感、充実感、抵抗感、高級感、清潔
27　「その」「そういう」「そうした」のような「そ」から始まるものを「ソ系」、同様に「こ」から始まるものを「コ系」、「あ」から始まるもの
を「ア系」とする。
28　曽（2017）でも同様に前部要素を「身体感覚・心理感情」「状態・様相」「抽象的概念」「具体的物事」「動作」の5つに分類し
ている。
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感、幸福感、疲労感、圧迫感、絶望感、使用感、閉塞感、重量感、満腹感、現実感、義務感、
統一感、焦燥感、喪失感、空気感、生活感などがある。辞書に立項されている複合語「～感」
の前部要素は、「スピード感」を除き、基本的に漢語の普通名詞である。前部要素を意味的
な観点から分類すると、身体感覚・心理感情（「飢餓」「安心」「嫌悪」など）、状態・様相（「安
定」「透明」など）、抽象的な概念（「違和」「危機」「存在」など）、動作（「開放」「達成」な
ど）を表す名詞が「感」に接続する。
4.1.2.2. 形式的な特徴②：後続する要素について
BCCWJ で採取された用例のうち、前部要素を伴う「感」に後続する要素には種々の述語
形式が見られる。用例数が特に多く見られる述語形式については、①「～感」の存在を表す
もの、②「～感」の様相を表すもの、③「～感」の発現に関するものという 3 つのタイプに
分類できる。用例数が多く見られる述語形式を以下の表 3 に示す。
表3 前部要素を伴う「感」に後続する述語形式の用例
後続する述語形式 用例
①「～感」の存在を表す述語形式 （違和感／存在感／透明感／隔世の感／意外な感）がある、（違和感／緊張感／罪悪感）がない
②「～感」の様相を表す述語形式 （責任感／正義感）が強い、（高級感／清潔感）が溢れる、（緊張感／高級感）が漂う
③「～感」の
発現に関する
述語形式
「～感」が（話者の内
面などに）生じること
を表す形式
（危機感／不信感）を持つ、（違和感／罪悪感）を感じる、（親
近感／今更の感）を覚える、（危機感／不信感／不思議な感）
を抱く、（満足感／安心感）を得る、（充実感／満足感）を
味わう、（透明感／違和感）が出る
「～感」を生じさせる
ことを表す形式 （安心感／不快感）を与える、（立体感／存在感）を出す
4.2. 旧来的な用法における意味的な特徴および形式との対応関係
4.2.1. 意味①「強く深い心の動き」の意味分析および形式との対応関係
2.1.2 節で述べた辞書の 2 つの意味分類のうち、意味①「強く深い心の動き」を表す「感」は、
形式的には前部要素を伴わず特定の要素が後続する。また、意味的には心の動きの量的な側
面に着目し、その心の動きが大きいことを述べるものである。以下の例（11）～（13）は意
味①を表す「感」の用例である。
（11）校歌斉唱の後は、「後輩たちに夢をかなえてもらった」と感無量の表情で語った。
（PN4l_00020『中国新聞』2004 年 8 月 23 日付朝刊）
（12）懐の深い父に感動する息子、物分かりのいい父に驚嘆する息子－利治の、感極まる気
　　持ちは痛いほどわかる。     （LBp9_00089『カリスマ』）
（13）ゲルハルトとフォーレはわれを忘れたように、海面のように波打つ地形のそこここに
　　穿たれた、大小の穴一つ一つに、感に堪えぬような視線を送っている。（例（3）を再掲）
例（11）～（13）はいずれも前部要素を伴わない「感」が用いられ、それぞれ「感無量」「感
極まる」「感に堪えぬ」という表現形式が「深く感動・感激している」という意味を表している。
このような前部要素を伴わない「感」に後続する要素は、4.1 節で述べた特定の 5 種類の形
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式（「無量」「極まる」「に入る」「に打たれる」「に堪えない」）に限定されるという形式的な
特徴がある。「感無量」「感極まる」「感に入る」「感に打たれる」「感に堪えない」はいずれ
も「感動」や「感激」といった意味を表しており、「感」の内実を具体的に表しているわけ
ではない。したがって、意味①「強く深い心の動き」を表す「感」は、心の動きがどのよう
なものであるかという質的な側面には関心が向けられず、単に心の動きが大きいことを述べ
るものであると言える。
4.2.2. 意味②「物事に接したときに生じる心の動き」の意味分析および形式との対応関係
意味②「物事に接したときに生じる心の動き」を表す「感」は、心の動きの質的な側面
に着目し、種々の前部要素によって「感」の内実が顕現化し、具体的にどのような心の動き
が生じたのかを述べる。また、特定の述語形式が後続することによって、「～感」の存在や
様相、発現について述べるという特徴がある。以下の例（14）～（17）は意味②を表す自立
語としての「感」の用例である。
（14）彼が義務に忠実なあまり、名誉を棒にふることができるのに、人びとはときに意外な
　　感を抱いた。      　　 （LBf3_00098『希望』）
（15）山崎幹事長ですら事前に相談を受けておらず、唐突の感は否めなかった。
（PN1c_00015『読売新聞』2001 年 5 月 21 日付朝刊）
（16）この改革も実際のところ、遅きに失した感は否めないのだが。
（PB33_00527『離婚の作法』）
（17）量的であって質的な美しさに欠けている。コロセウムやカラカラ帝の浴場ではことに
　　その感を深くした。   　　 （LBn1_00034『森有正エッセー集成』）
例（14）～（16）は「意外な」「唐突の」「遅きに失した」といった前部要素が「感」に接続し、
それぞれ「意外な感じ」「唐突である感じ」「既に手遅れである感じ」という意味を表してい
る。いずれも前部要素によって「感」の具体的な内実が表されている。例（17）では、指示
詞「その」自体が「感」の具体的な内容を直接的に表しているわけではないが、指示詞「そ
の」が指し示す対象は前文脈の「量的であって質的な美しさに欠けている」という箇所であ
り、「その感」は「量的であって質的な美しさに欠けている感じ」という意味を表している。
以下の例（18）（19）は意味②「物事に接したときに生じる心の動き」を表す複合語の後
部要素としての「感」の用例である。
（18）7 回のウラで逆転されたピッチャーは、徐々に絶望感を抱き始めていた。
（19）初めて会った人だったが、違和感なく打ち解けることができた。
例（18）（19）は前部要素である「絶望」「違和」によって、それぞれ「絶望的な感情」「しっ
くりしない、何か違う感じ」という「感」の具体的な内実が表されている。このように、「感」
が意味②「物事に接したときに生じる心の動き」を表す場合、心の動きの質的な側面に着目し、
種々の前部要素を伴うことによって、具体的にどのような心の動きが生じたのかを述べる。
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前部要素を伴う「～感」に後続する述語形式には、4.1.2.2 節で述べたとおり、「～感」の
存在を表すもの（「ある」「ない」）、「～感」の様相を表すもの（「強い」「溢れる」「漂う」）、
「～感」の発現に関するもの（「抱く」「得る」「出す」など）の 3 つのタイプが共起するとい
う構文的な特徴がある（例（20）～（22））。
（20）［……］往時に思いを馳せるときまさに隔世の感があります。
（LBl7_00043『中高年のための写真道楽』）
（21）それにしてもスタッフは寡黙で、いつもより緊張感が漂っている。
（LBd9_00162『白い眼』）
（22）［……］何とか方法を見つけて立体感を出して完成させたいと思う。
（PB23_00588『文化創造』）
例（20）では「あります」という述語が「隔世の感」の存在を表し、例（21）では「漂っ
ている」という述語が「緊張感」の様相を表し、例（22）では「出して」という述語が「立
体感」を生じさせることを表している。このように、前部要素を伴う「感」に特定の述語形
式が後続することで、当該の「～感」の存在や様相、発現について述べることができる。
以上、4.2 節では「感」が表す 2 つの意味とその形式との対応関係を明らかにした。その
対応関係を以下の表 4 に示す。
表4 旧来的な用法における「感」の形式的な特徴と意味的な特徴の対応関係
形式的な特徴
意味的な特徴 用例
「感の用法」 前部要素 後続する形式
自立語として
の「感」
なし 特定の 5 種類の形式
意味①「強く深い心の動き」
心の動きの量的な側面に着目
し、その心の動きが大きいこ
とを述べる。
感（無量／極まる／に入
る／に打たれる／に堪え
ない）
あり
「～感」の存在
や様相、発現を
表すような述
語形式（「ある」
「漂う」「出る」
など）
意味②「物事に接したときに
生じる心の動き」
心の動きの質的な側面に着目
し、具体的な心の動きを表す
「～感」の存在や様相、発現に
ついて述べる。
奥ゆかしい感、意外な感、
その感、遅きに失した感、
隔世の感、暗い小説とい
う感
複合語「～感」 違和感、正義感、責任感、存在感、透明感、安心感
5. 臨時一語的な複合語「～感」の用法
5.1. 臨時一語的な複合語「～感」の形式的な特徴
以下の表 5 で提示するのは、収集したデータの中から、辞書には記述されていない臨時
一語的な「～感」の用例として取り出したものである。実例を見ると、様々な品詞に接続で
き、種々の臨時一語的な複合語「～感」を形成することができる。
表5 臨時一語的な複合語「～感」の用例
前部要素 用例
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①名詞
普通名詞
卵感、くるみ感、手作り感、奥行き感、場違い感、宇宙感、日常感、年末感、サイズ感、
スケール感、スケジュール感、ライブ感、リアル感、ナチュラル感、政権交代感、
危険人物感、花々感、ふんわりカール感、うれし泣き感、ポイ捨て感、ご臨終感、
超満員感、王子様感、洋食屋感、厚み感
動詞の転成
名詞 和み感、広がり感、行き詰まり感、散り始め感、歌い終わり感、高まり感
固有名詞 ミッキー感、大阪感、富士山感、ソニー感、SMAP 感、昭和感
代名詞 わたし感、あなた感、彼ら感、何感、どこ感
数量名詞 26 歳感、一人感、－ 2℃感、16 ビット感
名詞句 防水層の受け皿感、「嬉しい誤算」感、「特殊なケース」感、炊いた米感
②形容詞※ ゆる感、めずらし感、ほろ苦感、幅広感、青白感、男らし感、かわいい感
③形容動詞 気軽感、華やか感、切実感、ゴージャス感、フレッシュ感、非日常的感
④動詞
受身形 見捨てられ感、揺すられ感、やらされ感、取り残され感、裏切られ感
使役形 脱力させ感、楽しませ感、匂わせ感、急がせ感、漂わせ感、終わらせ感
可能形※※ 食べられ感、眠れ感
補助動詞を
伴う形式 慣れていき感、広がってき感、遊ばれてしまい感、放っておき感
⑤副詞
様態を表す
副詞 ふんわり感、わくわく感、ガタガタ感、キラキラ感、こってり感、じーっと感
様態以外の
副詞 ずいぶん感、もうすぐ感、まだ感、あいにく感、とりわけ感
⑥助詞 ながら感
⑦感動詞 こんにちは感、ありがとう感、あちゃー感、トホホ感
※脚注 29 参照 2930 ※※脚注 30 参照
辞書に立項されている複合語「～感」は前部要素が普通名詞に限定されていたのに対し、
臨時一語的な複合語「～感」では、種々の品詞が前部要素になり得る。名詞および形容詞・
形容動詞が接続する場合は、前部要素の語種や語構成（単純語・複合語・派生語）を問わな
いという特徴が見られる。形容詞・形容動詞の場合、基本的にその語幹が「感」に接続し、
連体形で接続する旧来的な用法とは異なる。動詞の場合、受身形、使役形、可能形、種々の
補助動詞を伴う形式が前部要素となっている。これらの動詞はいずれも連用形で「感」に接
続しているものの、転成名詞ではない。副詞では、様態を表す副詞のほかに、程度を表す副
詞（ずいぶん感）、テンスやアスペクトを表す副詞（もうすぐ感、まだ感）、モダリティの副
詞（あいにく感）、とりたての副詞（とりわけ感）などが見られる。前部要素が助詞である
ものについては、「ながら感」のみが見られた。「ながら」は接続助詞であるが、ここでは「な
がら歩き」のような複合語の語基として「感」に接続している。感動詞については、挨拶な
どを表す形式が前部要素となる。感動詞は単独で文になれるため、後述する 7.1.1 節の独立
語文を包摂する「感」と表記上は同一となる。なお、実例を観察する限り、「そして感」「し
かし感」のような接続詞が前部要素となる臨時一語「～感」は見られなかった。前部要素を
意味的な観点から分類すると、身体感覚・心理感情（「ほろ苦」「わくわく」など）、状態・
29　形容詞の場合、その語幹が「感」に接続する。ただし、用例の最後に挙げた「かわいい感」については、表記的には「かわい
い」の連体形が接続している。これは、「＜ヘアスタイルの説明＞大人感、かわいい感2つを兼ね揃えた愛されボブ（ホットペッ
パ ビーューティー『IMUA元町店』）https://beauty.hotpepper.jp/slnH000354949/style/L002860805.html（2017年2月26
日閲覧）」という文脈の中で観察されるもので、直前の臨時一語的な複合語「大人感」と対比されて用いられていることから、
臨時一語的な複合語「かわいい感」であるととらえられ、「カワ
・ ・ ・
イイカン」のようなひとまとまりの音調で読まれると思われる。
30　「食べられ感」は受身形「食べられる」の連用形、「眠れ感」は命令形「眠れ」がそれぞれ前部要素となった場合でも表記上
は同一の形式として現れ得るが、ここでは文脈からいずれの前部要素も可能形であると判断されたものである。
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様相（「華やか」「キラキラ」など）、抽象的な概念（「奥行」「ナチュラル」など）、具体的な
事物（「卵」「くるみ」など）、動作（「揺すられ」「裏切られ」など）を表す要素が「感」に
接続する。
5.2. 臨時一語的な複合語「～感」の意味的な特徴
臨時一語的な複合語「～感」は、辞書に立項されている複合語「～感」と同様に意味②「物
事に接したときに生じる心の動き」を表す。意味②は心の動きの質的な側面に着目しており、
前部要素によって「感」の内実が顕現化する（例（23）（24））。
（23）埼スタを会場にしたのも、日本サッカー協会としては、収容力とサッカー専用スタジ
　　アムで敵にアウェイ感を出したい意図であろうが、完全に裏目である。
（OY15_09094 Yahoo! ブログ）
（24）＜高松で食べたうどんについての感想＞もちもち感も最高です。
（OY03_03941 Yahoo! ブログ）
例（23）（24）は前部要素である「アウェイ」「もちもち」によって、それぞれ「本拠地
ではないところ（アウェイ）で行われている感じ」「もちもちした感じ」という意味が表さ
れている。前部要素によって「感」の内実が顕現化しており、意味②「物事に接したときに
生じる心の動き」を表している。
臨時一語的な複合語「～感」は、何らかの対象（人・物・事態など）と接することによっ
て話者の内面に生じた心の動きについて、話者のレキシコンの中に的確に言い表せる語彙が
ない場合に、話者がそれを新しい概念として臨時的に言語化し、対象にいわゆる“名付け”
を行っている。以下の例（25）は、ある漫画の様相について、「昼ドラ感」と表現する用例
である。
（25）＜ある漫画の感想＞主人公を試すように訪れる試練。不幸に追い討ちをかけてくる不幸。
　　常に崖っぷちに立たされる感じの展開が昼ドラ感を醸し出してて良いです！
（読書コミュニティサイト『読書メーター』31）
当該の漫画が持つ「主人公を試すように訪れる試練」「不幸に追い討ちをかけてくる不幸」
「常に崖っぷちに立たされる感じの展開」（波線部）といった特徴が、話者のイメージする「昼
ドラ」が持つ特徴と共通しているととらえられ、これに基づき、話者はこの漫画の様相を「昼
ドラ感」と表現し、概念化している。話者は自身の「昼ドラ」というものに対して抱いてい
るイメージを通して言語化し、この漫画の様相に対していわゆる“名付け”を行う。それに
より、話者自身の内面に生じた「まるで昼ドラのような感じ」という印象を端的に表現して
いるのである。
このような臨時一語的な複合語「～感」は、そのすべてが日本語の言語社会において定
31　https://bookmeter.com/books/11606656（2017年2月27日閲覧）
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着している表現ではない 32。しかし、話者自身が「適切な表現が見つからないために臨時的に
使用している」こと、あるいは「新しい（と話者が思っている）概念に対して臨時的に命名
を行っている」ことを認識したうえで使用していると推測される。以下の例（26）～（28）
は話者によって臨時的に“名付け”が行われていることが窺える実例である。
（26）＜キーエンス社で働く社員について＞良くも悪くもかなり教育されてるんやなぁって
　　感じやわうまく言えないけどキーエンス感みたいなのはある
（まとめサイト『５まねー』33）
（27）＜商品が売れないという相談に対するアドバイス＞出品数が 2 個しかないので寂しい
　　です。何というか売れ残り感？   （Q&A サイト『mercari BOX』34）
（28）＜カリスマ性のある教師について＞このタイプの教師は「自分が担任した学年で○○
　　大学に何人合格させた」［……］など、「自分が～させた」という感覚を持っていること
　　が多い。本書はこれを「教師の主役感」と名付けている。
（本に関するニュースサイト『ダ・ヴィンチニュース』35）
例（26）では「キーエンス社の社員が良くも悪くもかなり教育されている感じ」を「キー
エンス感」、例（27）では「出品された商品が少なく寂しい感じ」を「売れ残り感」と表現
している。それぞれ「うまく言えないけど」「何というか」（波線部）という箇所に見られる
とおり、ほかの語彙では的確に言い表せないものを、あえて言語化するならば「～感」のよ
うな表現になると話者がとらえていることが窺える。例（28）では「学生を～させたという
教師の感覚」を「教師の主役感」と表現しているが、「と名付けている」（波線部）と述べら
れていることから、新しい概念に対して「～感」という形式を用いて“名付け”を行ってい
ることが窺える。
臨時一語的な複合語「～感」は、日本語の言語社会において既に定着している表現では
ない。しかし、あくまでも話者がその対象をどのようにとらえているのか、話者の内面に生
じた心の動きはどのようなものなのかということについて、既存の語彙では的確に表現でき
ない場合に、対象に対していわゆる“名付け”を行うことで概念化し、端的に表現するとい
うのがその本質的な用法であると言える。
6. 文を包摂する「～感」の用法
6.1. 文を包摂する「～感」の形式的特徴
6.1.1. 形式的な特徴①：前部要素について
文を包摂する「～感」は従来的な文法規則を逸脱する新奇的な用法ではあるが、ウェブ
32　臨時一語的な複合語「～感」によっては、その安定度に差が見られる。繰り返し用いられることによって、その使用が比較的定
着している臨時一語的な「～感」としては、「もちもち感」「ゆったり感」などが挙げられ、これらは『明鏡国語辞典』（第二版）の
「感」の用例として記載されている（p.375）。
33　https://5matome.net/money/archives/5975（2018年10月27日閲覧）
34　https://www.mercari.com/jp/box/q21a597310ad9ea54/（2018年10月27日閲覧）
35　https://ddnavi.com/news/356505/a/（2018年10月27日閲覧）
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上の種々のテキストや会話などでは実例が数多く観察される。この用法の「感」については、①
独立語文、②名詞述語文、③形容詞述語文、④動詞述語文、⑤言いさし文などの文を包摂する。
①～⑤のタイプの文に共通して、文末形式には終助詞が現れ得るという特徴と、文の内部の格助
詞が省略されやすいという傾向が見られる。文を包摂する「～感」という形式は、文中でガ格（「株
を上げよう感が強くて」）、ヲ格（「『君は黙っといてくれるかな』感を出す」）などをとることから、
構文的には名詞として機能している（下線は引用者）。以下の表 6 で提示するのは、得られたデー
タの中から上記の①～⑤のタイプの文を包摂する「感」の用例を取り出したものである。
表6 文を包摂する「～感」の用例
前部要素 用例
①独立語文 「うわー！」感、ぜひ！感、ごめんね感
②名詞述語文 これが日本の 2 時間ドラマだ！感、これがわたし感、「俺たちはロッカーだぜ」感
③形容詞述語文 「あー、夢でよかった」感、「やっぱり野球が好きだ」感、大丈夫だよ感
④動詞述語文 「テレビ買い替えたんだ」感、もうちょい頑張れ感、株を上げよう感、自分の絵が本になってるよ感、どこ行くんですか？感、『みんなでスポーツしようよ！』感
⑤言いさし文 「よくわからないんだけれども」感、「俺がやっても…」感、嫌いじゃないけどね感
以下では①～⑤のタイプの文を包摂する「感」の実例を見ていく。①独立語文の場合、感動
詞（「うわー！」など）や副詞（「ぜひ！」など）が一語で文を形成し、「感」に接続する。以下
の例（29）では、「感」が「ぜひ！」という独立語文を包摂し、式場のスタッフが話者を勧誘す
る様相が表されている。
（29）＜ブライダルフェアに行った際の式場のスタッフの対応について＞
　　午前中に行ったところは、［……］4 時間弱いましたー！あっという間だったけれど。
　　『ぜひ！感』がすごく強かったです。  　　  （ブログ『LOVE DIARY』36）
述語文については名詞述語文、形容詞述語文、動詞述語文の 3 つのタイプの文を包摂する。
②名詞述語文の場合、言い切りの形で終わる文（「これが日本の 2 時間ドラマだ！」）のほか、「だ」
「です」といった判定詞を伴わない体言止めの文（「これがわたし」）が引用形式を介さずに「感」
に直接接続している。③形容詞述語文では、「感」が「あー、夢でよかった」のような形容詞を
述語とする文や、「やっぱり野球が好きだ」のような形容動詞を述語とする文を包摂する。④動
詞述語文では、命令形（もうちょい頑張れ感など）、意志形（一緒に頑張ろう感など）、ノダ（「テ
レビ買い替えたんだ」感など）、終助詞（「やっちまったなあ」感など）などのモダリティ形式に「感」
が直接接続する用例が多く見られる。以下の例（30）～（32）はそれぞれ名詞述語文、形容詞述
語文、動詞述語文を包摂する用例である。
（30）＜インターネットの普及によって誰もが発言力を持てるようになったことについて＞
　　その他大勢とか、大衆とか、そういうひとくくりから一つ抜け出し、「これがわたし」感
　　を持つ様になったのが IT の革命性だと感じる。  （ブログ『いろとかたち』37）
36　http://marry.ever.jp/huea/（2017年12月1日閲覧）
37　http://yahama.exblog.jp/27376761/（2017年12月2日閲覧）
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（31）＜ドラマの中で登場する社会人野球選手・沖原について＞
　　久しぶりに野球場に来て、盛り上がる球場の雰囲気に触れ、思わず笑みがこぼれる沖原。
　　この「やっぱり野球が好きだ」感がね。伝わってくるのよ。 （ブログ『ざっくり箱』38）
（32）＜自身の評価を上げるような発言をした後輩芸人に対して＞ちょっと株を上げよう感
　　が強くて、若干鼻につきますね、先輩としては。
（エンターテインメントウェブマガジン『エンタメ OVO』39）
⑤言いさし文では、「けど」「ても」のような接続助詞で終了する言いさし文が「感」に
直接接続する。以下の例（33）は「感」が「よくわからないんだけれども」という言いさし
文を包摂する用例である。
（33）＜ある文庫本の著者について＞［……］「よくわからないんだけれども」感が行間に溢
　　れ出ていて、あまりの正直さにほほえましい感じさえ受けました。
（ブログ『音楽徒然草』40）
このように、実例を観察すると、種々の形式をとる文に「感」が直接接続している。通常、
上記の①～⑤の前部要素で見られるような文は引用形式を介さずに名詞を直接修飾すること
はできないが、「感」の新奇な用法においては、どのような形式の文であっても「感」に直
接接続できる。
6.1.2. 形式的な特徴②：音調的な特徴について
文を包摂する「感」の用法では、「～感」が複合語のような「ひとまとまり」の音調で読
まれるという特徴が見られる。以下、少数ではあるが、文を包摂する「～感」が自然発話に
おいてもひとまとまりの音調で発話されている実例を示す。以下の例（34）は 20 代前半の
女性の発話である。
（34）＜高校時代の友人について＞［……］あの菊名の駅着いて別れ時に恭子が一人で優子
　　と一緒に帰って行く時の助けて感（タス
・ ・ ・
ケテカン）41 の目がすごく笑えた
（CEJC 会話 ID：K003_012b）
例（34）は「助けて」という文を包摂する「～感」の用例であり、「タス
・ ・ ・
ケテカン」とい
うひとまとまりの音調で発話されている。ここでは「助けて感」と表現することにより、「助
けて」と言っているかのように話者に対して目で訴えかける「恭子」の様相が描写されている。
このほかにもひとまとまりの音調で発話される実例として、「違う感（チガ
・ ・
ウカン）42」、「（徹
38　http://gentarousan.blog.fc2.com/blog-entry-1166.html（2017年12月2日閲覧）
39　https://tvfan.kyodo.co.jp/news/topics/1055338（2017年7月1日閲覧）
40　http://24hirofumi.at.webry.info/201302/article_16.html（2017年12月2日閲覧）
41　（　）内の音調表示は執筆者によるものである。
42　20代前半の女性の発話（CEJC 会話ID：T009_022）
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底して）遊ぶ感（アソ
・ ・
ブカン）43」、「初めて聞いた感（ハジ
・ ・ ・ ・ ・ ・
メテキイタカン）44」、「乗せすぎた
感（ノセ
・ ・ ・ ・
スギタカン）45」、「着せられてる感（キセ
・ ・ ・ ・ ・
ラレテルカン）46」、「かわいがられてる感（カ
ワ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
イガラレテルカン）47」、「押し付けてしまった感（オシ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ツケテシマッタカン）48」、「（いけな
いことを）してしまった感（シテ
・ ・ ・ ・ ・
シマッタカン）49」などが見られる 50。ひとまとまりの音調で
発話されていることから、話者が文を包摂する「～感」という形式を一単位的にとらえ、臨
時一語的な「～感」のように使用していることが窺える。
6.2. 文を包摂する「～感」の意味的特徴
文を包摂する「～感」の用法は、前部要素である文によって「感」の内実が具体化され、
意味②「物事に接したときに生じる心の動き」を表す（例（35））。
（35）医者にサジを投げられた人も沢山来ているので、一緒に頑張ろう感が出るのもありが
　　たいと思います。        （例（10）を再掲）
例（35）ではモダリティ形式（ここでは、意志形「頑張ろう」）を含む文「一緒に頑張ろう」
が「感」に直接接続し、「一緒に頑張ろうという感じ」という意味を表している。前部要素
である文によって「感」の内実が具体化され、臨時一語的な複合語「～感」の用法と同様に、
文を包摂する「～感」も意味②「物事に接したときに生じる心の動き」を表している。
文を包摂する「～感」の用法では前部要素となる文の特徴によってさらに大きく 2 つの
用法がある。
6.2.1. 心内発話の引用により感想を表現する用法
第一の用法は、話者の心内発話を引用することによってある対象に関する自身の感想を
表現しようとするものである（以下、「感想用法」という）。この用法では、聞き手の存在を
前提としない話者の独話や心内発話を表す文が引用され、それを「感」に直接接続させる。
引用された文について、実際に発言されたものであるかどうかは不問である。以下の例（36）
（37）は「感想用法」の用例である。
（36）＜ある楽曲の歌詞について＞何かもう歌詞が残念なんだよな感満載で、本当に残念。
43　30代後半の男性の発話（CEJC 会話ID：T001_014）
44　40代前半の男性の発話（TBSテレビ『ビビッド』2018年4月17日放送）
45　推定20代の女性の発話（日本テレビ『NOGIBINGO！7』2016年11月7日放送）
46　30代後半の男性の発話（フジテレビ『めちゃ×2イケてるッ！』2004年10月9日放送）
47　20代後半の男性の発話（CEJC 会話ID：T006_008a）
48　20代前半の女性の発話（CEJC 会話ID：T009_022）
49　30代前半の女性の発話（CEJC 会話ID：T009_022）
50　前部要素の内部にモダリティ形式が含まれていない場合は、動詞述語文を包摂する「感」の用法であるか、連体修飾節を伴
う自立語としての「感」の用法であるかについて表記から截然と区別することはできない。しかし、ここでは複合語のようなひと
まとまりの音調で発話されているため、いずれも文を包摂する用法であると判断できる。
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（ブログ『Stoned Brain Returns』51）
（37）＜カバーされた楽曲について＞とは言うものの原曲をどんな具合いにアレンジして歌
　　うのかを想像してましたから「なんだかなー」感は否めませんでした。
（ブログ『不思議の音楽館』52）
例（36）は「歌詞が残念なんだよな」という終助詞「な」で終了する文を包摂し、当該
の楽曲の歌詞が残念であるという感想が表現されている。例（37）は「なんだかなー」とい
う終助詞「なあ」で終了する文を包摂し、カバーされた楽曲が自身の想定とは異なり、腑に
落ちない心情が感想として表されている。「感想用法」では終助詞「な」または「なあ」で
終了する文が「感」に接続する用例が最も多く見られる。日本語記述文法研究会（2003）で
は、詠嘆の終助詞「な」「なあ」は基本的に聞き手への伝達を意図しない独話や心内発話の
ような非対話的な環境に現れ、機能としてはある事態を認識したことによって引き起こされ
る感情や想起されることを独話的に表現すると述べられている。このように、終助詞「な」「な
あ」で終了し、心内発話を表す文が「感」に直接接続することによって、話者は対象となる
ものから抱いた感想を表現している。
以下の例（38）（39）は前部要素に終助詞「な」「なあ」が含まれないが、「感想用法」の
用例である。
（38）＜出産予定の赤ちゃんについて＞どうも自分に関してはどうでもいいや感が強いんだ
　　けど、こどもにはそんなわけにはいかないし。
（ブログ『here,there and everywhere』53）
（39）＜スマートフォンを何度も落としてしまうことについて＞落としてしまって～は「やっ
　　ちまったよ」感満載ですが電池が膨れてしまう不具合はちょっと怖いですね。
（ブログ『そらたび』54）
例（38）では「感」が「どうでもいいや」という文を包摂し、自分に関しては無頓着で、
諦めているような心情が表されている。終助詞「な」「なあ」は用いられていないが、ここ
では終助詞「や」も同様に詠嘆を表す形式として機能し、話者が対象から抱いた感想を表現
している。例（39）では、「感」が「やっちまったよ」という文を包摂し、スマートフォン
を落としてしまったことについて後悔している心情が表されている。終助詞「よ」は典型的
には「聞き手が気づいていない事態に対して注意を向けさせようとする文」（日本語記述文
法研究会 2003：242）に付加され、聞き手への伝達態度を表すものである。しかし、ここで
の「やっちまったよ」という文は、話者が特定の聞き手への伝達を意図しているというより
は、スマートフォンを落としてしまった自身に対して「やっちまったよ」と独話的に述べて
いるものである。したがって、伝達態度を表す終助詞「よ」が用いられているが、感想用法
51　http://klaparen747.blog76.fc2.com/blog-date-20121227.html（2017年2月5日閲覧）
52　https://inmylife24.at.webry.info/200806/article_1.html（2018年8月13日閲覧）
53　http://21483958.blog89.fc2.com/blog-date-200710.html（2018年8月5日閲覧）
54　https://soranotabi.exblog.jp/22230866/（2018年8月18日閲覧）
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の 1 つであると言える。
このように、「感想用法」は基本的に聞き手の存在を前提としない話者の心内発話を表す
文が引用され、ある対象から話者が抱いた感想を独話的に述べるものである。特に詠嘆の終
助詞「な」「なあ」で終了する文が引用されることが多いが、ほかの形式であっても話者自
身の心内発話を表す文であれば、「感」に直接接続させることによって話者の感想を表現で
きる。このような実例がウェブ上のブログでよく見られるのは、日記形式で日々の出来事に
関する感想を書くうえで、自身の心内発話を表す文をそのまま「感」に接続させるという表
現形式が適しているからだと推測される。
6.2.2. 想定引用により対象の様相を描写する用法
第二の用法は想定引用 55 を用いて対象となる人物などの様相を描写しようとするものであ
る（以下、「描写用法」という）。この用法には、対象となる人物が聞き手に対していかにも
発言しそうな発話を想定引用し、その人物の様相を描写するという特徴がある。なお、前部
要素となる文は想定引用されたものであるため、実際に発言されたものではない。以下の例
（40）は「描写用法」の用例である。
（40）＜就職活動の GD（グループディスカッション）で会った人物について＞それと、今
　　日が GD 初ということを言っただけで、『君は黙っといてくれるかな』感を出すやつ。
（ブログ『さまの生きさま』56）
 
例（40）では、対象となる人物がいかにも発言しそうな「君は黙っといてくれるかな」
という文を想定引用し、それを「感」に直接接続させている。この「想定引用文＋感」とい
う形式は、対象となる人物の様相を具体的に表した一種のラベルのようなものとして機能し
ている。例えば、例（40）では当該の人物の「嫌味な感じ」「上から目線な感じ」といった
様相を表すために、「『君は黙っといてくれるかな』感」という形式が一種のラベルのように
その人物の様相に付与されている。
本来、このような「嫌味な感じ」「上から目線な感じ」を端的に表現するのであれば、「嫌
味感」「上から目線感」「嫌な奴感」のように臨時一語にすることで概念化が可能である。し
かし、想定引用を用いた「～感」は、臨時一語による概念化とは逆に、あえて個別の発話を
想定引用することで具体的な場面が喚起されやすくなる。このように、話者が当該の人物の
様相に対して、「『君は黙っといてくれるかな』感」というラベルを付与することによって、
話者がその人物から感じ取った「嫌味である」「上から目線である」という様相が具体的に
描写され、読み手や聞き手にその人物のイメージを想起させやすくなるという表現効果があ
る。以下の例（41）～（43）も同じく「描写用法」の「～感」の実例である。
（41）＜ホテルのスタッフの対応に関する口コミ＞図書館のように“早く出ろ”感と急かす
55　メイナ ドー（2008：67）では、「話の相手が言う（または考えている）であろう内容をあたかも言ったように」引用することを「想定
引用」と呼んでいる。
56　http://samanoikisama.blog102.fc2.com/blog-date-200901.html（2017年2月5日閲覧）
「感」の形式的特徴と意味・用法に関する包括的考察：泉大輔104
　　感じがものすごく、［……］急いで部屋を出ました。
（旅行サイト『トリップアドバイザー』57）
（42）＜ IT・時事に関するブログの記事のタイトル＞経済産業省の資料が「日本どうにかし
　　ようぜ」感満載。     （ブログ『ブログ名が決まらない』58）
（43）＜韓国を旅行したときのタクシーの運転手とのやりとりについて＞ぼったくられない
　　ためには、ホテルからタクシー呼んでもらったり（ホテルから呼ぶとプラス 100 円～
　　200 円くらいとられますが）私韓国慣れてます！！感を出すといいみたいなので、［……］
（ブログ『うにいくら丼』59）
例（41）では、「ホテルのスタッフ」の態度・言動を仮に言語化するならば、いかにも「早
く帰れ」と命令しているかのような態度・言動であると話者が感じている。ここでは、「早
く出ろ」という命令形で終了する文を想定引用し、「感」に接続させて表現することによって、
スタッフの態度や言動が話者に対して早く帰るように急かしているようなものであることが
描写されている。
例（42）では、擬人化した「経済産業省の資料」の発話を想定引用している。対象物である「経
済産業省の資料」があたかも「日本どうにかしようぜ」と呼びかけているかのような印象を
話者が感じている。終助詞「ぜ」は、「話し手が認識している内容を聞き手に一方的に伝える」
あるいは「聞き手に対する警告を表す」場合があり（日本語記述文法研究会 2003：248）、
ここでは、日本に対する危機感を抱き、「日本どうにかしようぜ」と周囲に呼び掛けている
ような様相や、聞き手に対して日本を変えていかなければならないと警告しているかのよう
な様相が描写されている。
例（43）は想定引用元となる対象人物が客体化された話者自身の場合である。客体化さ
れた話者自身の態度・言動をあえて言語化するならば、「私韓国慣れてます！！」と周囲の
人に宣言するかのようなものであり、当該の文を「感」に直接接続させることにより、話者
自身が韓国に慣れているような態度・言動をとっていることが描写されている。
このように、「描写用法」では、対象となる人物 60 の態度・言動をあえて言語化した場合
に想定される文が引用される。そのような文の多くは何らかの伝達機能を有するものであり、
聞き手に対する依頼および嫌味を述べるような文（例（40）「君は黙っといてくれるかな」）、
聞き手に対して命令する文（例（41）「早く帰れ」）、話者が認識している内容を聞き手に一
方的に伝え、警告するような文（例（42）「日本どうにかしようぜ」）、自身の状態を聞き手
に宣言するような文（例（43）「私韓国慣れてます！！」）などがある。話者は対象となる人
物の発話を想定引用し、「感」に直接接続させることによって、その様相を描写している。
表現効果としては、このような個別の発話を引用する形をとることによって、聞き手に対し
て場面をより具体的に喚起させられることが可能になる。
57　https://www.tripadvisor.jp/ShowUserReviews-g298171-d1132684-r344255170-Hakone_Suishoen-Hakone_machi_
Ashiga rashimo_gun_Kanagawa_Prefecture_Kanto.html（2017年7月1日閲覧）
58　http://www.aokiisao.com/entry/2017/05/19（2017年6月5日閲覧）
59　https://ameblo.jp/edogawa034/archive1-201003.html（2017年8月21日閲覧）
60　対象となる事物を擬人化してとらえる場合および話者自身を客体的にとらえる場合を含む。
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以上、6.2 節をまとめると、「感想用法」は話者自身が引用元となり、その心内発話が「感」
に接続することで対象から抱いた感想を表現するのに対し、「描写用法」は対象となる人物
が引用元となり、その発話が想定引用されることで当該の人物の様相が描写される。文を包
摂する「～感」の表現効果としては、個別の発話を引用する形をとることによって、当該の
発話がなされる具体的な場面が喚起されるため、話者の心の動きがどのようなものであった
のかということについて、聞き手によりイメージさせやすくすることが可能になる。
7. まとめと今後の課題
本稿では、現代日本語において、新たな用法の広がりを見せる「感」という形式を取り上げ、
実例に基づき、その形式的特徴と意味的特徴に関する分析を行った。
旧来的な用法については、意味①「強く深い心の動き」を表すのは前部要素を伴わない「感」
に特定の形式が後続した場合であり、意味②「物事に接したときに生じる心の動き」を表す
のは前部要素を伴う「感」にその存在や様相、発現を表す述語形式が後続する場合であると
いう形式と意味の対応関係を明らかにした。臨時一語的な用法に関しては、先行研究では記
述されていない種々の前部要素を明らかにし、話者の内面に生じた心の動きを既存の語彙で
は的確に表現できない場合に、臨時的に“名付け”を行うことで概念化し、端的に表現して
いるということを述べた。文を包摂する新奇な用法については、前部要素となる文の形式的
な特徴を記述したうえで、前部要素となる文が心内発話を引用した場合は話者自身の感想を
述べ、他者などの発話を想定引用した場合は対象となるものの様相を描写するということを
明らかにした。
旧来的な用法および臨時一語的な用法については従来の語形成論および文法論の枠組み
の中で形式的な特徴と意味的な特徴を記述することができた。しかし、文を包摂する「感」
については従来の文法規則を逸脱しているため、従来の語形成論および文法論の枠組みでは
とらえきれない言語現象の 1 つである。この新奇的な用法はほかの名詞にも平行して見られ
る用法である。新屋（2014）では文が「状態」という名詞に直接接続する形式（「何だコリャ ??」
状態、「アタシ悪くないもん」状態など）が挙げられているが、このほかにも文に直接接続
する名詞には以下のようなものがある（例（44）（45））。
（44）＜鳥取県が実施する教育施策について＞「勉強がんばろうキャンペーン」は、子ども
　　たち自身と子どもたちを支える家庭・地域・学校に発信するものです。
（『とりネット／鳥取県公式ホームページ』61）
（45）「振り込め詐欺」に代わる新たな名称を募集していた警視庁は［……］最優秀作品とし
　　て「母さん助けて詐欺」を選んだと発表した。
（『日本経済新聞』（電子版）2013 年 5 月 12 日付 62）
例（44）の「勉強がんばろうキャンペーン」では動詞の意志形（「がんばろう」）、例（45）の「母
61　http://www.pref.tottori.lg.jp/118090.htm（2018年2月9日閲覧）
62　https://www.nikkei.com/article/DGXNASFK12008_S3A510C1000000/（2018年7月3日閲覧）
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さん助けて詐欺」では動詞のテ形（「助けて」）で終了する文がそれぞれ引用形式を介さずに
「キャンペーン」「詐欺」という名詞に直接接続している。泉（2018）が NWJC を用いて行っ
た調査では、終助詞で終了する文に直接接続する名詞には、「程度」「レベル」のような程度
性を表す名詞、「発言」「宣言」「報告」「メール」のような言語活動に関する名詞、「状態」「感」
「オーラ」「風」のような様相を表す名詞などがあると述べられている。これらの新奇な用法
を包括的にとらえ、このような用法を可能とする日本語の仕組みについて明らかにすること
を今後の課題としたい。
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An Analysis of the Formal Characteristics, Meanings,
and Usage of the Japanese Word KAN
Daisuke IZUMI（Tokyo University of Foreign Studies）
【Keywords】　Nonce Form, “Naming”, Sentential Compound, Inner Monologue,
  　　　Assumed Quotation
 The purpose of this study is to clarify the formal characteristics, meanings, and usage of the 
Japanese word KAN through empirical investigation.
Various elements are used to create compound words with KAN as a nonce form; in particular, nouns 
(noun phrases), verbs in conjunctive form, adjective stems, adverbs, and interjections. This suggests 
that compound words with KAN as a nonce form can be produced using a far greater variety of word 
types than those appearing in dictionaries. KAN as a nonce form is used to express through ad-hoc 
conceptualization those internal emotions and feelings of the speaker that cannot be expressed accu-
rately using existing vocabulary.
 When KAN is used as a sentential compound, it can be compounded with one-word sentenc-
es, noun predicate sentences, adjective predicate sentences, verb predicate sentences, and unﬁ nished 
sentences. Normally, in Japanese grammar, when a noun is modiﬁ ed by a completed sentence, the two 
elements must be linked by the quotative form TOIU; however, KAN can be preceded directly by a 
completed sentence. KAN thus does not follow traditional grammatical rules.
 Previous studies have argued that KAN has two meanings. The first is a strong, heartfelt 
emotion. The second refers to a physical and emotional response. When KAN is used as per the ﬁ rst 
meaning described, it is not modiﬁ ed by a preceding element, and is followed by a limited set of pred-
icates. When KAN is used as per the second meaning, it is preceded by words expressing feeling, and 
is followed by predicates which express existence, aspects of the feeling in question, or the appear-
ance of the physical and emotional response. When KAN is used as a sentential compound, there are 
two usages. The ﬁ rst is to express the speaker’s emotion or opinion by citing an inner monologue. The 
second is to describe characteristic parts of an object using an assumed quotation.
